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平成 19 年度定期総会開催レポート 

 
去る 4 月 22 日（日）午前 10 時から、桜台自治会館 2 階大ホール

で、平成 19 年度桜台自治会の定期総会が盛大に開催されました。   

 
藤原会長挨拶 

   

       
総会風景 

 

第 1 号～第 6 号までの全ての議案が、原案通り承認され、 

盛況のうちに終了しました。                   
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平成 19 年度 本部役員体制 

役 職 担 当  氏 名 専門部担当   
会長 全 般  藤原 忠     
  経 務  朝広 紀夫 体育部 アドバイザー 
副会長 企 画  武石 誠 夏祭り委員会 委員長 
  会 計  田村 肇 生活・環境部 アドバイザー 
  防 災  柳田 美代 防災部 アドバイザー 
  1 丁目  竹下 安弘 文化部 アドバイザー 
地区長 2 丁目  西田 豊 福祉部 アドバイザー 
  3 丁目  玉木 恒之 防犯部 アドバイザー 
  4 丁目  中野 直樹 広報部 アドバイザー 
  1 丁目 1 区 金子 千之 体育部 部長 
理 事   2 区 川井 文夫 体育部 副部長 
    3 区 浜野 富英 防災部 部長 
    4 区 鈴木 禎二 防災部 副部長 
  2 丁目 1 区 尾畑 隆男 福祉部 部長 
    2 区 村上 弘 広報部 副部長 
    3 区 渡辺 而 防犯部 副部長 
    4 区 福田 力久 文化部 部長 
  3 丁目 1 区 吉田 洋一 福祉都 副部長 
    2 区 西村 俊秀 広報部 部長 
    3 区 西垣 邦秋 文化部 副部長 
    4 区 和田 義憲 夏祭り委員会 副委員長 
  4 丁目 1 区 持田 喜久司 生活環境部 部長 
    2 区 星野 浩昭 防犯部 部長 
    3 区 横山 正幸 夏祭り委員会 副委員長 
    4 区 高橋 正生 生部環境部 副部長 

以上にて今年度 1 年間自治会の運営にあたります。よろしくお願いします。 
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平成 19 年度専門部活動基本方針 
 

 防災部  

  自主防災活動の充実強化 

 （1）自分と家族を守るために、マニュアル 4，5，7章の実践と推進 

 （2）要援護者（災害弱者）を守るために方策を検討しシステムを立ち上げる 

 （3）災害発生時に迅速に対応できるよう防災訓練の実施と啓蒙活動の実施 

   今年度は有秋地区防災訓練が南小で実施されることから 9月を防災月間と 

   位置づけ関連行事を企画する 

 

 防犯部   

  地域の人とのふれあい及び相互の協力により、空き巣、車上荒らし等の犯罪が 

  起こりにくい街作りを目指す。 

（1）挨拶運動を推進し 住民同士の声かけで防犯を強化する 

（2）夜間は、防犯灯・門灯・玄関灯等を点灯し家の周囲を明るくする 

  （1戸 1灯運動） 

（3）ボランティアパトロール隊の継続・発展を支援する 

（4）防犯講習会の実施 

 

 体育部  
（1）会員の体育及びスポーツ、レクリェーションヘの積極的参加を奨励し、 

   明朗健全なる地域社会の発展を図る。 

   ①地域行事（有秋地区体育振興会行事）を紹介し、 

     「どんな行事が 何処で、何時あるか」を知っていただく。 

   ②工夫をし、市民体育祭に沢山の方に参加していただく。 

（2）町会行事（夏祭り等）への積極的参加により、会員とのコミュニケーション 

     を図る。 

（3）桜台自主防災会の自主防災専門班（救出・救助班）としての役割を果たす。 

 

 広報部  

 町の行事・出来ごと等の情報をタイムリーに発信し、会員が情報共有できる 

  コミュニケーションのある楽しい町づくりを目指す。 

（1）「桜台だより」などの広報誌のタイムリーな発行 

（2） パソコン（ホームページ）の“便利さ”“楽しさ”の啓蒙活動 

（3） 有意義なホームページにするための研究と新鮮な情報の提供 

（4） 桜台ニュースのタイムリーな発行月 1回程度 
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福祉部 
（1）少子高齢化時代に対応した社会福祉増進に努める 

（2）住民相互の交流を深め親睦を図るために各種行事に協力する 

（3）応急手当、救命法および衛生知識の普及に努める（衛生救護班） 

 

生活環境部 
（1）美しい町づくり 

    ●ゴミ出しルールの遵守 

    ●犬の糞害防止対策 

    ●花一杯運動の展開 

（2）交通道徳の高揚 

    ●路上駐車対策 

    ●スピードの出し過ぎ対策 

 

文化部 
（1）文化振興の企画立案、夏祭りの協力 

（2）団地内の文化活動交流、桜台フェスティバルの開催 

 

夏祭り委員会 
（1）夏祭りを通じて住民相互の親睦・故郷意薇の向上を図る。 

    ①こども御輿の巡行 

    ②盆踊り大会の実施  

 (2）市原市主催及び地域主催の各行事に積極的に参加し、近隣地域との交流  

   を進めると同時に桜台地区の団結力向上を図る。 
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防犯のページ 

 
すでに回覧、掲示板にて周知しているところですが、桜台・椎の木台

において「空き巣」による被害が３月１６日（金）から３月２０目

（火）の間に６件発生しました。 

桜台３件、椎の木台３件のうち１件は勝手口、５件はリビングの掃き

出し窓のガラスを破って侵入とのことです。 

 

●一戸建て住宅を対象とした空き巣の侵入手段では、 

 ガラス破りが最も多く、次いで無締まりとなっています。 

 

●留守宅を下見していると思われます。 

 

●空き巣被害にあうと、あなたの大切な財産がなくなるとともに、「自 

分の安住の場所に見知らぬ者に侵入された。」という大きな精神的シ

ョックを受けます。 

 

 空き巣は、ドアや窓に対する防犯対策、普段からの心掛 

 けで防ぐことができます。 

防犯対策として 

１、リビング等の窓に「補助錠」をつける。 

２、道路から庭等が見える位の垣根が望ましい。 

３、夜間は門灯・勝手口灯・センサ一灯等、どれか１灯でも点灯する。 

４、幾日か留守にする場合は、お隣り等に声をかける。 

５、不審な車、人物を見つけたら「1 1 O 番」通報。   

６、破壊に強いガラスにすると効果があります。 

  窓ガラスを防犯ガラスに交換すると、ガラスを破壊するのに時間が 

かかり、ガラス破りによる侵入が難しくなります。   

 ※ 「防犯ガラス」とは、２枚以上のガラスに樹脂中間膜 

  を挟んだものです。  

 

 尚、5 月 26 日夕方頃、一丁目、三丁目にて空き巣事件が発生してい

ます。皆さん、家を空ける場合は戸締まり、施錠、隣りへの声掛け等

気をつけましょう。 
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コラム～会長のひとりごと～ 
20～30 年後の桜台団地 

人口統計によると、日本の人口が 20～30％減少すると予測されてい

る。少子化社会と言われるが、現実に有秋南小学校を見てみると、最盛

期には全校生徒 900 名だったのが現在では 250 名である。桜台団地は

年々高齢者が増えている。 

20～30 年後の桜台団地について、改めて考えてみる必要があると思

う。 

 

サークルの紹介 
分類   サークル名   内 容   代表者 

お琴クラブ  琴、三絃の練習    櫻井 圭子

フレンズ  大正琴    石坂 ひろ子 
千扇流一秀会  舞踊    中島 美枝子 

 
日本芸能  

蓮池会  舞踊（新日本） 蓮池 松枝  
桜台気功クラブ  気功による健康増

進と親睦    
瀬川 義成 

ソフトエアロビクス エアロビクス    根本 寿美子 

 
スポーツ  

テニス  テニス     
フラダンス・ワイキキ フラダンス  梶  玲子  

ダンス  ラウンド・ラブ  ラウンドダンス  小出 文子  
さくら  フラワーアレンジ

メント    
和気 直美  

藤の篭を編む会  藤工芸  松野 晶子 
岡崎 和子  

 
 
趣 味  

麻 雀  麻雀     
学習塾  公文式桜台教室  学習塾  時田 礼子  

 
編集後記 

桜台だよりも新体制でスタートです。「桜台だより」では、表紙を飾る 
写真もしくは絵画（子供さんの絵でも可）を募集しています。ご協力い

ただける場合は、自治会事務所 広報部担当宛お願いします。 
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